
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の

基
準
等
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表

新

旧

（
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
一
般
原
則
）

（
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
一
般
原
則
）

第
三
条

１
～
３
略

第
三
条

１
～
３
略

４

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
自
己
決
定
の
尊
重
及
び
意
思
決
定
の
支
援

に
配
慮
し
つ
つ
、
利
用
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
関
す
る
意
向
を
把
握
し
、
当
該

意
向
を
定
期
的
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
法
第
七
十
七
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事

業
を
行
う
者
又
は
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
て
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
向
け
た
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
以
外
に
お
け

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の

自
己
決
定
の
尊
重
及
び
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮
し
つ
つ
、
利
用
者
の
当
該
指
定
障

害
者
支
援
施
設
以
外
に
お
け
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
関
す
る
意
向

を
定
期
的
に
確
認
し
、
一
般
相
談
支
援
事
業
又
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
従
業
者
の
員
数
）

（
従
業
者
の
員
数
）

第
五
条

指
定
障
害
者
支
援
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の
と
お

第
五
条

指
定
障
害
者
支
援
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

一

生
活
介
護
を
行
う
場
合

一

生
活
介
護
を
行
う
場
合

イ

生
活
介
護
を
行
う
場
合
に
置
く
べ
き
従
業
者
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の
と
お

イ

生
活
介
護
を
行
う
場
合
に
置
く
べ
き
従
業
者
及
び
そ
の
員
数
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

り
と
す
る
。

略

略

(1)

(1)



看
護
職
員
（
保
健
師
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
を
い
う
。
以
下
同

看
護
職
員
（
保
健
師
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
を
い
う
。
以
下
同

(2)

(2)

じ
。
）
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活
支
援
員

じ
。
）
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
生
活
支
援
員

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
生
活
支
援
員
の
総
数

(一)

(一)

支
援
員
の
総
数
は
、
生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
常
勤
換
算
方
法
で
、

は
、
生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
常
勤
換
算
方
法
で
、

及
び

に
掲
げ

(イ)

(イ)

(ロ)

及
び

に
掲
げ
る
数
を
合
計
し
た
数
以
上
と
す
る
こ
と
。

る
数
を
合
計
し
た
数
以
上
と
す
る
こ
と
。

(ロ)
・

略

・

略

(イ)

(ロ)

(イ)

(ロ)

略

略

(二)

(二)

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
利
用
者
に
対

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
の
数
は
、
利
用
者
に
対
し
て
日
常
生
活

(三)

(三)

し
て
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の

を
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
場

訓
練
を
行
う
場
合
は
、
生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
当
該
訓
練
を
行
う
た

合
は
、
生
活
介
護
の
単
位
ご
と
に
、
当
該
訓
練
を
行
う
た
め
に
必
要
な
数

め
に
必
要
な
数
と
す
る
こ
と
。

と
す
る
こ
と
。

略

略

(四)

(四)

略

略

(3)

(3)

ロ

略

ロ

略

ハ

イ

の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
を
確
保
す
る
こ
と
が

ハ

イ

の
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

(2)

(2)

困
難
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
減
退

な
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師
そ
の

を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師
そ
の
他
の
者
を
機
能

他
の
者
を
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

訓
練
指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
・
ホ
略

ニ
・
ホ
略

二

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に

二

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に

支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
。
以

支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
。
以

下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
六
第
一
号
の
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
い

下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
六
第
一
号
の
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
場
合

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
場
合

イ

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
行
う
場
合
に
置
く
べ
き
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

イ

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
行
う
場
合
に
置
く
べ
き
従
業
者
及
び
そ
の
員
数

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活
支

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
生
活
支
援
員

(1)

(1)



援
員

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
及
び
生
活

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
及
び
生
活
支
援
員
の
総
数

(一)

(一)

支
援
員
の
総
数
は
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
を
六
で
除
し
た
数

は
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
利
用
者
の
数
を
六
で
除
し
た
数
以
上
と
す
る
こ

以
上
と
す
る
こ
と
。

と
。

略

略

(二)

(二)

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
の
数
は
、
一
以
上
と
す

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
の
数
は
、
一
以
上
と
す
る
こ
と
。

(三)

(三)

る
こ
と
。

略

略

(四)

(四)

略

略

(2)

(2)

ロ

略

ロ

略

ハ

イ

の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
を
確
保
す
る
こ
と
が

ハ

イ

の
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

(1)

(1)

困
難
な
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

は
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
え
て
、
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機
能
の
減
退

な
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師
そ
の

を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
能
力
を
有
す
る
看
護
師
そ
の
他
の
者
を
機
能

他
の
者
を
機
能
訓
練
指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

訓
練
指
導
員
と
し
て
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

ニ
～
ヘ
略

ニ
～
ヘ
略

三
～
六
略

三
～
六
略

２
・
３
略

２
・
３
略

（
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

（
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
）

第
二
十
六
条

１
略

第
二
十
六
条

１
略

２

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
・
４
略

２
・
３
略

（
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
）

（
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
）

第
二
十
七
条

１
略

第
二
十
七
条

１
略

２

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て

２

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て



は
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及
び
日

は
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及
び
日

常
生
活
全
般
の
状
況
等
の
評
価
を
通
じ
て
利
用
者
の
希
望
す
る
生
活
及
び
課
題
等
の

常
生
活
全
般
の
状
況
等
の
評
価
を
通
じ
て
利
用
者
の
希
望
す
る
生
活
及
び
課
題
等
の

把
握
（
以
下
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
の
自
己

把
握
（
以
下
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常

決
定
の
尊
重
及
び
意
思
決
定
の
支
援
に
配
慮
し
つ
つ
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
の
適
切
な
支
援
内
容
の
検
討
を

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
の
適
切
な
支
援
内
容
の
検
討
を
し

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
二
十

八
条
の
三
第
一
項
の
地
域
移
行
等
意
向
確
認
担
当
者
（
第
六
項
に
お
い
て
「
地
域
移

行
等
意
向
確
認
担
当
者
」
と
い
う
。
）
が
把
握
し
た
利
用
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

に
関
す
る
意
向
等
を
踏
ま
え
る
も
の
と
す
る
。

３

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が
自
ら
意
思
を
決
定
す
る
こ
と
に
困
難

を
抱
え
る
場
合
に
は
、
適
切
に
意
思
決
定
の
支
援
を
行
う
た
め
、
当
該
利
用
者
の
意

思
及
び
選
好
並
び
に
判
断
能
力
等
に
つ
い
て
丁
寧
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
・
５
略

３
・
４
略

６

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議

５

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議

（
利
用
者
及
び
当
該
利
用
者
に
対
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
当
た

（
利
用
者
に
対
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招

る
担
当
者
等
（
地
域
移
行
等
意
向
確
認
担
当
者
を
含
む
。
）
を
招
集
し
て
行
う
会
議

集
し
て
行
う
会
議
を
い
い
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「

を
い
い
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置

テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

等
」
と
い
う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
開
催
し
、

。
）
を
開
催
し
、
前
項
の
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て

当
該
利
用
者
の
生
活
に
対
す
る
意
向
等
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
前
項
の
施

意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る

。
７

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
五
項
の
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の

６

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
四
項
の
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の

内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
書
面
に
よ
り
利
用

内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
書
面
に
よ
り
利
用

者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は

７

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は

、
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
利
用
者
及
び
当
該
利
用
者
に
対
し
て
指
定

、
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



計
画
相
談
支
援
を
行
う
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
・

略

８
・
９
略

10第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
九
項
の
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
八
項
の
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画

11

10

の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
）

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
）

第
二
十
八
条

１
略

第
二
十
八
条

略

２

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
自
己
決
定

の
尊
重
を
原
則
と
し
た
上
で
、
利
用
者
が
自
ら
意
思
を
決
定
す
る
こ
と
に
困
難
を
抱

え
る
場
合
に
は
、
適
切
に
利
用
者
へ
の
意
思
決
定
の
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
域
と
の
連
携
等
）

第
二
十
八
条
の
二

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う

等
の
地
域
と
の
交
流
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
及
び
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
知
見
を
有
す
る
者
並
び
に
市
町
村
の
担
当
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
テ

レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
地
域
連
携
推
進
会
議
」
と
い
う
。
）
を
開
催
し
、
お
お
む
ね
一
年
に

一
回
以
上
、
地
域
連
携
推
進
会
議
に
お
い
て
、
事
業
の
運
営
に
係
る
状
況
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
地
域
連
携
推
進
会
議
の
開
催
の
ほ
か
、
お
お
む
ね
一

年
に
一
回
以
上
、
地
域
連
携
推
進
会
議
の
構
成
員
が
指
定
障
害
者
支
援
施
設
を
見
学

す
る
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
、
要
望
、
助
言
等
に
つ

い
て
の
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



５

前
三
項
の
規
定
は
、
指
定
障
害
者
支
援
施
設
が
そ
の
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
質
に
係
る
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
及
び
当
該
評
価
の
実
施
状
況
の
公
表
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
と
し
て
知
事
が
定
め
る
も
の
を
講
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
適

用
し
な
い
。

（
地
域
移
行
等
意
向
確
認
担
当
者
の
選
任
等
）

第
二
十
八
条
の
三

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
関

す
る
意
向
の
把
握
、
利
用
者
の
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
以
外
に
お
け
る
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
の
把
握
及
び
利
用
者
の
当
該
指
定
障
害
者
支
援

施
設
以
外
に
お
け
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
関
す
る
意
向
の
定
期
的

な
確
認
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
域
移
行
等
意
向
確
認
等
」
と
い
う
。
）
を
適

切
に
行
う
た
め
、
地
域
移
行
等
意
向
確
認
等
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、

地
域
移
行
等
意
向
確
認
担
当
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
域
移
行
等
意
向
確
認
担
当
者
は
、
前
項
の
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
移
行
等
意
向

確
認
等
を
実
施
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
際
に
地
域
移
行
等
意
向
確
認
等
に
お
い
て
把

握
又
は
確
認
し
た
内
容
を
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
内

容
を
第
二
十
七
条
第
六
項
の
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

地
域
移
行
等
意
向
確
認
担
当
者
は
、
地
域
移
行
等
意
向
確
認
等
に
当
た
っ
て
は
、

法
第
七
十
七
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
者
又
は
一
般
相
談
支
援
事
業
若

し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
体
験
的
な
利
用
に
係
る
支
援
そ
の
他
の
地
域
生
活
へ
の
移
行
に
向
け
た
支
援

を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
力
医
療
機
関
等
）

（
協
力
医
療
機
関
等
）

第
五
十
一
条

１
・
２
略

第
五
十
一
条

１
・
２
略

３

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
十
七
項
の
第
二
種
協
定



指
定
医
療
機
関
（
次
項
に
お
い
て
「
第
二
種
協
定
指
定
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
と

の
間
で
、
新
興
感
染
症
（
同
条
第
七
項
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
同
条

第
八
項
の
指
定
感
染
症
又
は
同
条
第
九
項
の
新
感
染
症
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
発
生
時
等
の
対
応
を
取
り
決
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
協
力
医
療
機
関
が
第
二
種
協
定
指
定
医
療
機
関
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
第
二
種
協
定
指
定
医
療
機
関
と
の
間
で
、
新
興
感
染
症

の
発
生
時
等
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
八
条

削
除

（
地
域
と
の
連
携
等
）

第
五
十
八
条

指
定
障
害
者
支
援
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。


